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２ 議 題 

（１） オミクロン株の特徴を踏まえた北区における濃厚接触者の特定及び行

動制限等について 

 

 

 

 

 

３ 閉 会 

 

 



令和４年７月２５日 

危機管理対策本部 

 

オミクロン株の特徴を踏まえた 

北区における濃厚接触者の特定及び行動制限等について 

 

１．要旨 

令和４年３月１６日付（令和４年３月１８日一部改正）で厚生労働省新型コロナウイ

ルス感染症対策推進本部より発出された事務連絡「B.1.1.529 系統（オミクロン株）

が主流である間の当該株の特徴を踏まえた感染者の発生場所毎の濃厚接触者の特定及び

行動制限並びに積極的疫学調査の実施について」（以下「国通知」という。）、及び令和

４年３月２９日付で東京都福祉保健局感染症対策部長より発出された事務連絡「オミク

ロン株の特徴を踏まえた今後の濃厚接触者の特定及び行動制限並びに積極的疫学調査の

実施について」（以下「東京都通知」という。）の主旨を踏まえ、北区保健所による積極

的疫学調査を経ずとも、各所属において、感染拡大を防止する観点から、新型コロナウ

イルス感染症の陽性が判明した者（以下「陽性者」という。）と密に接する等高い感染

リスクを有する職員の特定を速やかに行うことができるよう、本取り扱い規定を設け、

その特定方法及び行動制限等について取り扱いを定めた。 

その後、令和４年７月２２日付で「東京都通知」が改正されたため、本取り扱いにつ

いても改正を行う。 

また、本取り扱い規定については、令和４年７月２５日より、国通知及び東京都通知

が変更・廃止されるまでの間、有効なものとして取り扱う。 

 

２．当規定の基本方針 

  令和４年７月２２日付東京都通知における、ハイリスク施設（医療機関、高齢・障害

者入所施設）及びハイリスクに準じる施設（高齢・障害児者の通所、訪問系事業所）を

除く事業所等では、「社会経済活動の推進の観点から、濃厚接触者を特定しない。」とい

った考え方を踏まえ、別紙「東京都において実施するオミクロン株の特徴を踏まえた濃

厚接触者の特定及び行動制限並びに積極的疫学調査の実施方法について」に準じて取り

扱うものとする。 

 

３．北区保健所の関与等について 

  ハイリスク施設等を除き、保健所での感染症法に基づく対応（積極的疫学調査及び濃

厚接触者の特定）は、基本的には実施しない。また、区職場・施設において陽性者が発

生した場合、原則保健所への連絡は不要とする。 

ただし、陽性者が複数名発生するなど、区職場・施設において感染が拡大していると



考えられる場合、各所属長は保健所に感染防止対策等について相談することを可能とす

るとともに、陽性者が同時に５名以上発生した場合等、各所属長は保健所に連絡し、必

要に応じ、保健所等の判断により積極的疫学調査を実施することとする。 

  なお、保育所、幼稚園、認定こども園、小中学校及び学童クラブ、放課後子ども教室

において、施設内または活動単位ごとに５名以上発生した場合等クラスターが懸念され

る場合の取り扱いは、別途所管部局と保健所が協議のうえ定める。 

 

４．留意事項 

（１）各職場において陽性者が発生した際の保健所への連絡は不要となるが、所属長は、 

厚労省等の示す基準に沿って接触者等を特定し、都通知に準じて、必要な対策を講じな 

ければならないものであること。 

（２）区職員等は、引き続き、検温など職員自身による健康状態の確認、ハイリスク者と 

の接触、ハイリスク施設への訪問、感染リスクの高い場所の利用や会食等を避ける等の 

感染対策に十分留意すること。 

（３）区職員等に症状がある場合、所属長は速やかに医療機関を受診するよう促すこと。 

（４）同居家族が陽性となった場合、区職員は濃厚接触者に特定され、行動制限について

の待機期間は５日間となる。ただし、２日目、３日目の検査陰性により３日目で待機解除

可能となるが、議会対応が必要な管理職などに限定するなど慎重に判断することとする。 

（５）所属長は、本取り扱い規定について疑義が生じた場合、職員課長又は防災・危機管

理課長に相談し、助言を得ることを可能とする。 

 

 




























